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第４章 市民の考える理想の住まい・住環境 

第４章 市民の考える理想の住まい・住環境 

4-1.市民のニーズの把握の必要性・手法 

 本市は、都市部や農山漁村など特色ある地域構造を有するとともに、その住民構成も大

学生をはじめとした若者世代、外国人市民などを含め様々な市民が居住する特徴のあるも

のとなっています。そのような中、少子高齢化の進行やライフスタイルの多様化に伴い、

住宅や住環境に求める市民のニーズも多様化してきています。 

住生活は、市民の生活の最も基本となるものであり、市民のニーズを踏まえた住宅施策

を進めていくことが重要であることから、住宅マスタープランの見直しにあたり、「東広

島市の住まいに関するアンケート調査」を実施し、それによって把握した市民のニーズを

計画に反映させることとしました。 

 

 

4-2.エリアの設定 

(1) エリア設定の目的 

これまでの住宅マスタープランでは、市内一律で住宅政策の基本的な方向性を示してき

ました。 

本市は、海、山、田園などの自然環境や歴史文化に恵まれる一方、高速交通網の整備や

賀茂学園都市・広島中央テクノポリスの建設によって、大学・試験研究機関、先端技術産

業の集積も見られ、場所により特色のある地域構造となっています。 

そこで、新たな住宅マスタープランにおいては、これら地域の特性を踏まえ、人口集積

の状況、土地利用や都市化の状況と将来像（第 2 次東広島市都市計画マスタープラン）、

不動産取引の状況等に応じて市域を 3 つのエリアに類型化し、エリアごとに計画の施策展

開を検討していくこととします。 

そのため、「東広島市の住まいに関するアンケート調査」より、市全体での分析に加え、

エリアごとに市民の住まいや住環境に関する意識等の意見を集約・分析しています。 

 

 

  



 

16 

 

 

第４章 市民の考える理想の住まい・住環境 

(2) 各エリアの範囲・定義 

各エリアの範囲・定義は、以下のとおりとします。 

 

エリア区分 中央にぎわい居住エリア 

範囲・定義 ・交通結節点機能を中心に商業・業務

などの都市的な機能が集積し、人口

が集中している地域 

・民間による中古住宅の流通が盛んな

地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

エリア区分 近郊のびのび居住エリア 

範囲・定義 ・中央にぎわい居住エリア以外の、あ

る程度の都市機能、人口が集積して

いる市街地地域 

・民間による中古住宅の流通が可能な

地域 

 

 

 

 

 

 

 

エリア区分 郊外ゆとり居住エリア 

範囲・定義 ・豊かな自然環境と調和した、人口密

度の低い住居地域 

・民間による中古住宅の流通が難しい

地域 

 

 

 

 

 

 

 

  

出典：Google Earth 

出典：Google Earth 

出典：Google Earth 
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図４－１ エリア区分 

 

 

 

 

 

 

郊外ゆとり居住エリア 

中央にぎわい居住エリア 

近郊のびのび居住エリア 
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第４章 市民の考える理想の住まい・住環境 

4-3.調査の実施概要 

1） 調査の目的 

住宅マスタープランの見直しにあたっての基礎資料として、市民の住まいや住環境に

関する意識等に関する意見を集約・分析し、住宅・住環境に関する本市の現状や今後の

住宅施策に関するニーズを把握することを目的として調査を実施しました。 

2）調査対象 ： 本市在住の 20 歳以上の市民 

3）調査方法 ： 住宅マスタープランで設定した 3 エリアの人口比に従い、計 3,000 人

を住民基本台帳より無作為に抽出、アンケート調査票を郵送で配布し、

郵送で回収した。 

4）調査期間 ： 平成 29（2017）年 2 月 13 日～3 月 10 日 

5）配布回収状況：配布数 3,000 枚 回収数 1,133 枚 回収率 37.8％ 

 

 

 

 

 

 

 

郊外ゆとり居住エリア 

［配布］ 1,080枚  ［回収］ 463枚 

［回収率］ 42.9％ 

中央にぎわい居住エリア 

［配布］ 1,110枚  ［回収］ 371枚 

［回収率］ 33.4％ 

近郊のびのび居住エリア 

［配布］ 810枚  ［回収］ 299枚 

［回収率］ 36.9％ 
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4-4.調査結果及びその概要 

(1) 理想の住まいとは 

住宅・住環境に関する本市の現状・課題及び今後の住宅施策に関するニーズを把握するために実施した

「東広島市の住まいに関するアンケート調査」（平成 29 年 3 月）において、「理想とする住まいを考えた

ときに重要だと思うことは何か」を尋ね、「重要」と回答した人の割合を円の大きさで示すバブルチャー

トで示し分析しました。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

東広島市に求められる理想の住まい（市全体の傾向） 

 

「安全・安心な家」と「すごしやすく機能的な家」に市民ニーズが集中していることか

ら、「防犯・防災に配慮された安全・安心ですごしやすい住まい」を求める人が多いと

考えられます。 

市
全
体 

の
傾
向 

東広島市に求められる理想の住まい（エリア別の傾向） 
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12.5% 
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32.6% 

13.9% 

10.5% 

6.5% 

10.0% 

5.0% 

40.1% 

44.9% 

36.0% 

71.6% 

46.4% 

42.3% 

61.5% 

47.2% 

67.4% 

64.9% 

80.6% 

22.3% 

32.1% 

20.8% 

17.7% 

12.4% 

15.7% 

3.3% 

32.9% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

管理・補修がしやすい 

ライフスタイルに応じて 

リフォームがしやすい 

断熱性が高い 

環境にやさしい省エネルギー住宅 

（エネルギーを創る・貯める） 

遮音性が高い 

採光性が高い 

室内の空気環境が良い 

バリアフリー 

防犯性が高い 

災害時にも壊れにくい 

家庭菜園が出来る・農地付き 

子どもに目が届きやすく、 

コミュニケーションとりやすい 

祖父母世帯・親世帯・子世帯などの 

多世代交流・同居 

近所の人々が気軽に集まれる 

自然素材を使用・和の趣がある 

見晴らしがよい 

豪華で高級・資産価値が高い 

住まいのトラブルがすぐに相談できる 

全体 

中央 

近郊 

郊外 

 
 

 
 

 

長
く
使
え
る
家 

す
ご
し
や
す
く
機
能
的
な
家 

安
全
・
安
心
な
家 

交
流
・
つ
な
が
り
の
あ
る
家 

ゆ
と
り
の
あ
る
家 

〇中央では「遮音性が高い」、「採光性が高い」、「室内の空気環境が良い」など「住

宅の性能」への関心が他のエリアより高くなっています。 

〇郊外では「管理・補修、リフォームがしやすい」といった「長く使える家」への関心

や「バリアフリー」、「多世代交流」、「気軽に集まれる場」などの、高齢者への配

慮や世代間・隣近所での交流にかかる関心が他のエリアより高くなっています。 

〇近郊は、中央と郊外との概ね中間にあたる傾向にあります。 

エ

リ

ア

別 

の

傾

向 

近所の人々が 

気軽に集まれる 

コミュニケーションがとりやすい 
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(2) 理想の住環境とは 

「東広島市の住まいに関するアンケート調査」（平成 29 年 3 月）において、「理想とする住環境を考え

たときに重要だと思うことは何か」を尋ね、「重要」と回答した人の割合を円の大きさで示すバブルチャ

ートで示し分析しました。  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

45.1% 

48.2% 

66.9% 

70.8% 

55.7% 

46.0% 

40.7% 

74.4% 

58.5% 

43.8% 

29.9% 

17.7% 

57.7% 

50.4% 

23.2% 

4.8% 

5.5% 

53.9% 

56.6% 

29.3% 

63.2% 

23.4% 

15.9% 

36.9% 

42.1% 

67.1% 

74.2% 

58.3% 

47.9% 

40.4% 

75.1% 

63.3% 

45.8% 

34.6% 

25.0% 

60.9% 

52.4% 

21.1% 

6.7% 

5.6% 

51.2% 

49.9% 

21.8% 

67.2% 

22.8% 

17.8% 

41.5% 

46.1% 

65.8% 

69.5% 

54.2% 

39.9% 

37.8% 

73.0% 

59.9% 

43.0% 

30.3% 

16.5% 

60.4% 

51.6% 

19.2% 

3.2% 

4.0% 

57.0% 

56.6% 

27.0% 

63.4% 

28.5% 

14.4% 

54.6% 

55.0% 

67.4% 

68.8% 

54.6% 

48.8% 

43.0% 

74.7% 

53.3% 

42.6% 

25.3% 

12.2% 

52.8% 

47.7% 

28.0% 

4.4% 

6.5% 

53.9% 

62.5% 

37.6% 

59.6% 

20.1% 

15.2% 

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

高齢になっても住み続けられる 

高齢になっても不安なく生活できる 

防災対策がしっかりしている 

治安が良い 

子どもが安心して暮らせる 

託児施設や子育て支援体制の充実 

子どもを自由に遊ばせることができる 

医療施設や福祉施設の充実 

スーパーや飲食店などが多い 

交通の便がよく、通勤がしやすい 

サービス機能が集まる便利な市街地 

商業・遊戯・娯楽施設や 

イベントなどが多く賑わいがある 

バスや鉄道・高速道路など 

交通利便性が高い 

自然環境と利便性の 

バランスが良く生活がしやすい 

地域活動・交流が盛んで 

地域の活力がある 

外国人の活発な地域参加がある 

大学生の活発な地域参加がある 

静かで落ち着きがある 

自然が豊かで水や空気がきれい 

新鮮な野菜や魚などが手に入る 

住宅にかかる経済的な負担が少ない 

不動産流通が盛んで 

土地や建物が売却しやすい 

歴史的なまちなみや 

住文化が受け継がれている 

全体 

中央 

近郊 

郊外 

〇エリア別にみると、「治安が良い」、「住宅にかかる経済的な負担が少ない」、「日

常生活の利便性が高い」住環境を求める市民ニーズは中央ほど高くなる傾向にありま

す。 

○一方、「高齢になっても地域に住み続けられる」、「高齢になっても不安なく生活で

きる」は、郊外にいくほど重視されている傾向にあります。 

エ

リ

ア

別 

の

傾

向 

東広島市に求められる理想の住環境（エリア別の割合） 

 東広島市に求められる理想の住環境（市全体の傾向） 

 

どのエリアでも共通して「医療施設や福祉施設の充実」が重視される傾向にあります。 

また、「安全・安心して住み続けられる住環境」の割合も高いことから、「医療・福祉

施設が整った安全・安心な住環境」を求める人が多いと考えられます。 

市
全
体

の
傾
向 
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